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第
四
回
定
例
町
議
会
終
斎

ー
ー
昭
和
四
十
二
年
度
補
正
予
算
な
ど
蓄
ー

～
　
去
る
十
二
月
十
五
、
十
六
日
の
両
日
に
わ
た
り
、
第
四
回
定
例

～
町
議
会
が
開
催
さ
れ
、
四
十
二
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

～
の
問
題
が
取
上
げ
ら
れ
、
真
剣
に
審
議
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

～
　
尚
議
決
を
み
た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
第
一
号
　
桐
谷
小
中
学
校
組
合
規
約

　
の
一
部
を
改
正
す
る
制
定
に
つ
い
て

議
第
二
号
　
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組

　
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
の

～～～～

　
制
定
に
つ
い
て
。

議
第
三
号
　
昭
和
四
十
二
年
度
松
代
町

　
一
般
会
計
補
正
予
算

議
第
四
号
　
昭
和
四
十
二
年
度
松
代
町

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

議
第
五
号
　
昭
和
四
十
二
年
度
松
代
町

　
建
設
機
械
施
設
事
業
特
別
会
計
補
正

　
予
算
。

議
第
六
号
　
松
代
町
税
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

議
第
七
号
　
松
代
町
干
害
対
策
用
施
設

　
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
制

　
定
に
つ
い
て
。

議
第
八
号
　
松
代
町
、
奴
奈
川
町
村
合

　
併
等
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関

　
す
る
条
例
等
を
廃
止
す
る
条
例
の
制

　
定
に
つ
い
て
。

議
第
九
号
松
代
町
職
員
の
休
日
、
休

　
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。
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金
金
金
金
　
入

助
助

補
　
　
託
付

　
　
補

庫
国
　
県
委
寄

り
　
　
　
つ
ム
の
の
　
　
ユ

　
金
　
　
金
　
入

計
藍β
合
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2地方交付税
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松
代
町
五
万
俵
突
破

記
念
大
会
が
挙
行

売
渡
総
数
遂
に
五
万
二
千
俵

　
秋
も
深
ま
っ
た
十
一
月
二
十
三
日
（

勤
労
感
謝
の
日
）
松
代
小
学
校
に
お
い

て
か
ね
て
の
念
願
で
あ
っ
た
売
渡
米
五

万
俵
の
突
破
記
念
大
会
が
盛
大
に
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
植
付
以
釆
大
早
害
に
関
係
者
の
心
を

い
た
め
、
日
夜
農
家
の
皆
さ
ん
の
奮
斗

も
あ
る
、
多
少
の
災
害
は
あ
っ
た
も
の

一
の
松
代
町
史
上
最
高
の
出
俵
数
と
い
わ

れ
た
昨
年
度
を
は
る
か
に
大
ま
わ
り
、

　
一
同
の
喜
び
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
日
午
前
九
時
半
か
ら
会
場
は

熱
気
に
あ
ふ
れ
、
町
長
挨
拶
に
つ
父
き

各
方
面
よ
り
の
祝
辞
が
の
べ
ら
れ
、
記

念
講
演
と
し
て
県
専
間
技
術
員
村
山
錬

太
郎
氏
の
「
山
間
地
稲
作
に
つ
い
て
」
の

演
題
の
も
と
約
一
時
間
半
の
お
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
席
上
発
表
さ
れ
た

各
農
業
協
同
組
合
別
の
統
計
を
み
ま
す

と
上
表
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
昨
年
度
よ
り
六
三
四
四
俵
の
増

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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D
U

10月末現在

合　　　計

　　52．282俵
　　45．938

査

奴奈川
　　12．717俵
　　11．522

荷　調
山　・平

　　15．173俵
　　13．800

卜
集

松　　代

　　24．392俵
　　20．617

年産別

42年産
41年産

等級別集荷調査
計
24．392
21．266

15．173

13．836

12．717

12．126

その他
　　105俵
　　425

口
53
－
‘
り
∠

∩
∠
0

　
1

4等
　468張

6．373
　　576－

1．943

　　380

2．871

3等
10．427俵
11．899

8．710

8．612

5．745

8．184

2等
12．540俵
2．569

5．398
3．228

6．472
　　　969

1等
　852俵

　
産
産

　
年
年

　
4
2
弔

分　
松
代

区

468

99

42年産
41年産
42年産
41年産

山
平
ハ奴
奈

今
年
壱
正
月
帰
省

バ
ス
を
…
…

　
　
　
松
代
町
出
稼
組
合
で
計
画

　
昨
年
度
各
方
面
の
注
目
の
中
に
実
現

し
た
出
稼
者
正
月
帰
省
バ
ス
の
成
果
は

大
き
な
反
響
を
よ
び
、
出
稼
さ
れ
た
方

々
か
ら
好
評
を
受
け
た
の
で
今
年
も
昨

年
度
の
計
画
運
営
の
反
省
の
上
に
た
っ

て
、
早
く
よ
り
企
画
に
の
り
だ
し
、
そ

の
実
行
に
う
つ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
こ
れ
に
よ
る
と
今
年
は
昨
年
度
の
東

京
、
名
古
屋
方
面
に
加
え
て
大
阪
方
面

へ
の
運
行
も
考
え
関
西
方
面
の
方
々
に

も
利
用
し
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
先
ず
東
京
方
面
は
十
二
月
二
十
八
日

（
二
台
）
二
十
九
日
（
一
台
）
三
十
日

（
一
〇
台
）
の
三
日
間
に
わ
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
車
は
上
野
公
園
か
ら
出
発
し
、

大
宮
、
熊
ケ
谷
を
通
り
翌
朝
松
代
着
の

予
定
で
す
。

　
名
古
屋
方
面
は
十
二
月
二
十
八
日
（
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一
台
）
三
十
日
（
二
台
）
を
予
定
し
、

名
古
屋
新
幹
線
駅
前
よ
り
出
発
、
翌
朝

松
代
着
の
予
定
で
す
。

　
又
大
阪
方
面
は
二
十
九
日
（
一
台
）

三
十
日
（
一
台
）
を
梅
田
駅
北
口
よ
り

出
発
、
京
都
駅
を
通
過
し
て
帰
町
と
い

う
予
定
で
す
。

　
例
年
正
月
帰
省
列
車
の
混
雑
か
ら
帰

省
を
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
人
も
あ
っ
た

状
況
か
ら
ま
ぬ
が
れ
、
又
料
金
も
割
安

と
な
る
為
帰
省
申
込
み
が
殺
到
し
、
係

は
そ
の
運
営
方
法
に
大
わ
ら
わ
の
現
状

で
す
が
十
日
現
在
の
申
込
者
は
東
京
方

面
約
三
百
五
十
名
、
名
古
屋
方
面
約
百

名
、
大
阪
方
面
約
五
十
名
位
で
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん

各
方
面
の
協
力
を
得
て
初
め
て
実
施
さ

れ
る
こ
と
で
す
の
で
、
そ
の
運
営
の
成

功
を
心
か
ら
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
又
町
当
局
で
も
バ
ス
道
路
の
確
保
に

カ
を
注
く
べ
く
計
画
も
た
て
、
出
来
た

ら
直
江
津
ま
で
の
三
日
～
七
日
位
ま
で

の
臨
時
バ
ス
も
考
え
た
い
と
の
こ
と
で

す
。

各
部
落
公
民
館
の
充
実

　
公
民
教
育
の
場
の
設
置
へ

　
今
年
度
当
初
町
当
局
及
び
中
央
公
民
4

館
は
町
内
各
部
落
に
自
主
公
民
館
の
設

立
を
よ
び
か
け
、
そ
の
設
備
に
助
力
を

す
る
旨
決
議
い
た
し
て
き
ま
し
た
こ
と

は
す
で
に
衆
知
の
事
と
思
い
ま
す
が
、

町
内
各
地
に
続
々
そ
の
設
立
を
見
、
現

在
三
〇
部
落
が
設
置
報
告
を
教
育
委
員

会
に
よ
せ
て
ぎ
ま
し
た
。
数
多
く
の
間

題
を
も
つ
部
落
の
中
で
、
成
人
・
青
年

老
人
・
婦
人
と
共
に
学
習
し
、
会
合
を

も
つ
期
会
が
多
く
な
っ
て
い
る
現
状
で

す
こ
の
と
き
に
あ
た
り
、
そ
の
場
の
設

定
こ
そ
も
っ
と
も
根
本
的
な
問
題
と
し

て
各
部
落
が
そ
の
設
置
に
力
を
入
れ
ら

れ
た
こ
と
に
対
し
関
係
者
は
喜
び
合
っ

て
い
ま
す
。
設
置
を
見
た
各
部
落
公
民

館
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
計
画
を
た
て
、

そ
の
運
営
活
動
の
実
を
あ
げ
て
い
る
こ

と
は
、
単
に
従
来
の
部
落
行
政
一
本
と

い
う
こ
と
に
公
民
教
育
が
加
わ
り
、
村

づ
く
り
の
実
が
む
す
ば
れ
て
、
今
後
の

方
向
を
明
る
く
し
て
い
ま
す
。

「
家
庭
の
日
」
を
部
落
ぐ
る
み
で
体
力

づ
く
り
に
あ
て
た
部
落
公
民
館
「
婦
人

学
級
」
に
力
を
八
れ
、
と
か
く
言
わ
れ

や
す
い
出
稼
問
題
の
対
策
に
の
り
だ
し

た
部
落
公
民
館
等
、
た
だ
部
落
行
事
だ

け
に
と
父
ま
ら
ず
、
積
極
的
に
間
題
解

決
へ
の
動
き
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
部
落
公
民
館
の
今
後
に
大
い
な
る
期

待
と
活
動
の
成
果
を
お
祈
り
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
　
（
写
真
ー
小
屋
丸
部
落
の

体
力
づ
く
り
）

＆
ギ
，
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1

…
…
国
民
年
金
を
見
直
そ
う
…
…
…

六
万
円
も
も
ら
え
る
人

一
円
も
も
ら
え
な

　
先
日
、
住
民
の
方
か
ら
こ
ん
な
電
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

夫
を
亡
く
さ
れ
た
或
未
亡
人
の
方
か
ら

で
す
が
、
○
○
さ
ん
と
私
は
同
じ
境
遇

な
の
に
○
○
さ
ん
は
国
民
年
金
を
貰
っ

て
い
る
が
、
私
に
は
呉
れ
な
い
役
場
は

何
し
て
い
る
の
だ
と
言
葉
も
荒
々
し
い

電
話
で
し
た
。

言
葉
を
や
わ
ら
げ
、
相
手
の
落
ち
付
く

の
を
待
っ
て
聞
い
て
み
る
と
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

国
民
年
金
は
他
の
公
的
年
金
制
度
に
加

入
し
て
い
る
か
、
そ
の
配
偶
者
で
な
い

者
は
、
二
十
才
以
上
の
日
本
国
民
は
全

部
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
こ
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
な
い
人
が
制
限
さ
れ
る
、
所
得
が

本
人
の
場
合
二
六
万
円
、
扶
養
義
務
者

の
場
合
四
二
六
、
八
二
二
円
の
所
得
制

限
に
ひ
っ
か
か
っ
て
支
給
停
止
に
な
り
F

一
円
も
貰
え
な
い
人
で
し
た
。

掛
金
を
掛
け
た
場
合
は
所
得
が
何
百
万

何
千
万
あ
ろ
う
ど
自
分
が
保
険
料
を
納

め
た
の
で
す
か
ら
貰
う
権
利
が
あ
り
何

等
の
制
限
を
受
け
る
こ
と
な
く
約
策
ど

お
り
の
お
金
が
貰
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。月
百
五
十
円
（
現
在
は
二
百
円
）
納
め

た
と
納
め
な
い
と
で
は
、
一
円
も
貰
え

な
い
人
と
、
年
に
六
万
四
千
八
百
円
（

子
供
三
人
の
母
子
年
金
）
も
貰
え
る
人

と
の
差
が
出
て
来
ま
し
た
。

毎
年
チ
ラ
シ
や
通
知
で
宣
伝
を
繰
り
返

え
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
こ
の
よ
う

な
人
が
い
る
と
は
驚
く
他
あ
り
ま
せ
ん

お
年
寄
り
の
場
合
の
よ
う
に
保
険
料
を

納
め
な
い
で
貰
う
福
止
年
金
が
出
来
て

か
ら
八
年
余
り
、
保
険
料
を
納
め
る
拠

出
年
金
が
出
来
て
か
ら
六
年
余
り
、
国

や
県
で
は
、
す
で
に
P
R
の
時
期
は
過

ぎ
た
。
こ
れ
で
加
入
し
な
い
人
は
、
も

う
年
金
を
貰
え
な
く
て
も
止
む
を
得
な

い
と
ま
で
言
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
年
寄
り
に
な
っ
て
か
ら

貰
う
ば
か
り
で
な
く
、
夫
に
死
な
れ
た

い
人

妻
と
子
に
支
給
さ
れ
る
母
子
年
金
、
準

母
子
年
金
、
中
風
や
結
核
、
心
臓
病
の

重
症
者
。
そ
の
他
身
体
に
障
害
が
出
来

た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
障
害
年
金
な
ど

色
々
な
恩
典
が
あ
り
ま
す
。

年
金
の
額
も
そ
の
時
々
の
物
価
に
応
じ

て
年
金
額
が
調
整
さ
れ
、
米
一
俵
が
一

万
円
に
な
れ
ば
年
金
も
そ
れ
に
応
じ
て

増
額
さ
れ
ま
す
。

昔
米
一
俵
づ
つ
の
掛
金
を
掛
け
た
の
に

貰
う
時
に
な
っ
た
ら
米
一
升
し
か
貰
え

な
か
っ
た
な
ど
と
い
う
泣
く
に
も
泣
け

な
い
制
度
が
あ
り
ま
し
た
が
、
国
民
年

金
に
限
っ
て
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
国
民
年
金
は
国
が
社
会
保
障
の

一
環
と
し
て
や
っ
て
い
る
制
度
で
す
。

発
足
当
時
は
と
や
か
く
批
判
を
受
け
ま

し
た
が
、
そ
ろ
ノ
～
身
を
も
っ
て
有
難

味
の
わ
か
る
人
々
が
出
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
ま
だ
、
夫
を
無
く
し
た
と
か
、

身
体
に
障
害
の
出
来
た
人
等
い
わ
ゆ
る

不
幸
な
方
々
に
の
み
支
給
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
あ
と
五
年
も
た
ち
ま
す
と
一
般

の
人
が
貰
う
老
令
年
金
の
支
給
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
そ
の
時
に
な
る
と
俸
給
生

活
者
が
給
料
を
貰
う
の
と
同
じ
よ
う
に

村
中
が
郵
便
局
へ
年
金
を
貰
い
に
行
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
に
な
っ
て

他
八
を
う
ら
や
ま
し
が
っ
て
も
時
す
で

に
遅
し
で
す
。

満
二
十
才
に
な
っ
た
ら
加
入
届
を
役
場

ぺ
出
し
て
下
さ
い
。
出
稼
者
の
よ
う
に

厚
生
年
金
等
の
公
的
年
金
を
止
め
た
ら

す
ぐ
国
民
年
金
に
加
入
し
て
下
さ
い
。

国
民
年
金
は
国
が
、
あ
な
た
の
幸
せ
を

守
る
た
め
に
作
っ
た
制
度
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
高
橋
芳
平
）

昭
和
4
2
年
度

葉
た
ば
こ
収
納
成
績

発
表
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
H
町
産
業
課
H

　
異
常
な
早
ば
つ
で
植
付
当
時
心
配
さ

れ
た
葉
た
ば
こ
も
予
想
以
上
の
成
績
を

お
さ
め
、
葉
肉
も
あ
っ
て
質
と
も
に
ょ

昭和42年産葉たばこ納付成績集計表

く
、
一
〇
ア
ー
ル
当
り
町
平
均
は
九
三

、
六
六
三
円
、
K
当
り
四
二
五
円
と
い

う
成
績
で
し
た
。
収
量
も
四
一
、
三
一

八
、
○
勾
と
な
り
耕
作
面
積
の
減
少
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
反
当
り
収
量
は
三
一

匂
も
多
く
、
関
係
者
を
喜
ば
せ
て
お
り

ま
す
。
く
わ
し
い
表
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。

耕作 耕作面積 収納代金
10アール当 K当

部落名
人員

収　量
収量 代　金 単価

人 アール 吻 円 吻 円 円

松代上町 4 52．4 914．5 320，810 174 61，107 351

松代中町 7 74．O 1，810．5 887，835 245 119，978 490

松代下町 11 107．1 2，423．0 1，043，160 226 97，401 431

太　　平 11 171．2 4，404．5 2，037，500 257 119，013 463

菅　　刈 2 13．1 216．5 76，g10 165 58，710 356

田　　沢 1 34．5 707．0 280，975 205 81，442 397

小屋丸 1 10．0 222．O 91，315 222 91，315 411

池之畑 3 37．4 920．0 383，730 246 102，602 417

千　　年 1 7．0 167．5 78，360 239 111，943 468

池　　尻
会　　沢
清　　水
犬　　伏
孟　　地

5
8
8
1
9
7

51．7
1321
128．4

283．7

85．3

1，112．0
2，953．0
2，672．0
6，887．5
2，145．5

447，765
1，223，480

1，103，455

3，200，205

959，330

205
224
208
243
252

86，608

92，618

85，939

112，802
112，465

422
413
413
465
446

片桐山
滝　　沢
中　　子 4
2
7

64．7
19．7
108．6

1，606．0
458．5

2，404．0

692，600
186，240
955，820

248
233
221

107，048
94，538

88，013

433
406
398

苧　　島 6 72．2 1，341．5 546，445 186 75，685 407

小計 107 1．4532 33，365．5 14，515，935 228 99，889 438

仙　　納
あざみ平
小　　貫
名　　平
蒲　　生
儀　　明
小計

3
5
2
3
7
：

3
2
3

23．9
102．9

14．5
39．6
71．9
45．4
298．2

446．5

1，900．0
306．5
820．5

1，444．5
871．5

5，789．5

187，530
742，070
119，755
283，965
529，610
341，465
2，204，395

187
185
211
207
201
192
194

78，464

72，1i6

82，590

71，708

73，659

75，213

73，923

420
390
391
346
366
392
407

室　　野
濁
峠
木
和 田原
小計

3
1
5
3
1
2

24．2
11．1
63．5
25．3
124．1

397．0
216．5

1，093．0
456．5

2，163．0

160，770
99，605

407，365
178，411

846，155

164
195
172
180
174

66，434

89，734

64，151

70，520

67，378

405
460
373
391
387

合計 142 1，875．5 41，318．0 17，566，485 220 93，663 425

（3）
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“
皆

で
協
力

　
　
　
　
　
　
　
　
■

年
末
年
始
の
事
故
防
止
に
〃

須

・
≒
．

◎
と
な
り
近
所
が
手
を
つ
な
ぎ
明
る
い
年
始
を
迎
へ
ま
し
よ
う
。

◎
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
に
チ
エ
ー
ン
を
つ
け
安
全
速
度
で
ま
ず
完
全
。

　
交
通
戦
争
の
名
を
も
っ
て
よ
ば
れ
る

交
通
事
故
の
激
増
、
又
毎
日
の
よ
う
に

新
聞
テ
レ
ビ
な
ど
に
少
年
非
行
ニ
ユ
ー

ス
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
今
や
一
日
の
猶

予
も
許
さ
れ
な
い
重
大
な
社
会
問
題
で
，

あ
り
ま
す
。
松
代
町
に
お
い
て
は
交
逓

安
全
運
動
及
び
防
犯
運
動
推
進
に
つ
い

て
は
、
関
係
団
体
と
も
活
発
に
運
動
を

展
開
し
て
い
る
こ
と
は
力
強
く
感
じ
て

い
る
と
こ
で
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
年
の
瀬
も
押
し
迫
っ
て
な
に

か
と
気
ぜ
わ
し
い
時
期
と
な
り
ま
し
た

十
二
月
の
刑
法
犯
の
発
生
は
ふ
だ
ん
の

月
よ
り
十
五
％
前
後
ふ
え
て
い
る
の
が

通
例
に
な
っ
て
お
り
、
歳
末
を
明
る
く

す
る
た
め
に
次
の
目
標
を
よ
く
守
り
明

る
い
新
年
を
迎
え
平
和
な
松
代
町
の
建

設
に
ご
協
力
下
さ
い
。

　
　
　
〉
目
　
　
　
標
く

一
、
盗
難
防
止

　
①
一
年
で
一
番
お
金
の
移
動
す
る
月

　
で
す
の
で
防
犯
設
備
を
強
化
し
被
害

　
に
か
N
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う

　
②
商
店
の
皆
さ
ん
に
は
い
つ
も
店
舗

　
に
出
て
（
ス
キ
）
の
な
い
よ
う
に
お

　
願
い
し
ま
す
。

二
、
歳
末
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

　
①
寒
い
の
で
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な

　
り
こ
れ
が
原
因
と
な
り
お
も
わ
ぬ
大

　
事
故
が
発
生
し
や
す
い
の
で
、
歩
行

　
は
充
分
気
を
つ
け
又
運
転
者
は
（
ハ

“
“
『
、
’
．

、
塁
隔

　
ン
ド
ル
）
を
も
つ
時
は
絶
体
飲
ま
な

　
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
②
積
雪
凍
結
に
よ
り
自
動
車
の
ス
リ

　
ツ
プ
事
故
が
発
生
し
や
す
い
の
で
次

　
の
こ
と
を
よ
く
守
り
安
全
運
転
に
つ

　
と
め
ま
し
よ
う
。

※
ス
ノ
1
タ
イ
ヤ
に
チ
エ
ー
ン
を
携
行

　
着
装
し
て
下
さ
い
。

※
急
ハ
ソ
ド
ル
を
さ
け
安
全
速
度
を
守

　
る
。

※
歩
行
者
は
車
の
停
止
距
離
が
長
く
な

　
る
の
で
横
断
す
る
と
き
は
確
実
な
合

　
図
を
し
て
下
さ
い
。

※
道
路
が
せ
ま
く
な
り
歩
行
者
は
寒
い

　
の
で
顔
を
お
』
い
（
聴
視
力
）
が
な

　
く
な
る
の
で
運
転
者
、
歩
行
者
お
互

　
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

　
①
火
気
取
扱
い
場
所
の
再
点
検

　
②
取
灰
の
始
末
は
確
実
に

　
③
ね
る
前
、
出
る
前
に
必
ず
火
の
元

　
を
た
し
か
め
ま
し
よ
う

　
④
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
使
用
後
は
必
ず
元

　
栓
を
し
っ
か
り
と
締
め
て
お
く
。
ホ

　
ー
ス
は
熱
の
上
る
と
こ
ろ
や
燃
え
易

　
い
も
の
か
ら
離
し
て
お
く
よ
う
に
、

　
又
ボ
ン
ベ
を
家
外
に
出
し
て
お
く
家

　
庭
で
は
、
ホ
ー
ス
及
び
パ
イ
プ
が
雪

　
の
為
チ
ギ
レ
た
り
し
な
い
よ
う
に
完

　
全
に
覆
い
を
し
ま
し
よ
う

※
出
入
口
の
除
雪
を
完
全
に
道
路
は
常

　
に
広
く
非
常
の
際
に
備
い
ま
し
よ
う

※
各
家
庭
に
は
消
火
器
を
必
ず
備
え
ま

　
し
よ
う

四
、
二
十
九
日
三
十
日
三
十
一
日
と
正

　
月
帰
省
バ
ス
で
父
兄
さ
ん
方
が
帰
っ

　
て
来
ま
す
が
事
故
の
な
い
よ
う
に
あ

　
た
N
か
く
明
る
く
お
迎
え
し
ま
し
よ

　
う
　
　
　
　
　
松
代
町
防
犯
組
合

　
　
　
　
　
松
代
町
交
通
対
策
議
会

譲
渡
所
得
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
”

　
土
地
や
建
物
な
ど
の
資
産
を
売
っ
た

場
合
の
所
得
を
譲
渡
所
得
と
い
い
、
譲

渡
代
金
か
ら
売
っ
た
資
産
の
取
得
費
や

仲
介
手
数
料
、
登
記
の
費
用
な
ど
を
差

引
い
た
金
額
（
譲
渡
益
と
い
い
ま
す
）

か
ら
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除
額
三
十
万

円
（
譲
渡
益
が
三
十
万
円
未
満
の
場
合

は
そ
の
全
額
）
を
控
除
し
て
計
算
し
ま

す
。
こ
の
場
合
、
売
っ
た
資
産
が
三
年

を
こ
え
る
期
間
所
有
し
た
も
の
で
あ
れ

ば
譲
渡
所
得
金
額
の
2
分
の
ー
だ
け
が

課
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
一

　
ま
た
土
地
や
建
物
な
ど
を
売
っ
て
そ

の
代
金
で
一
年
以
内
に
住
宅
を
買
っ
た

場
合
は
居
住
用
財
産
の
買
換
の
特
例
が

あ
り
、
土
地
収
用
法
な
ど
に
よ
り
資
産

を
買
い
取
ら
れ
た
場
合
に
は
譲
渡
益
を

ま
ず
2
分
の
ー
に
し
て
計
算
す
る
と
い

う
特
例
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
譲
渡
所
得
は
翌
年
の
二
月
十
六
日
か

ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
間
に
所
得
税
の

確
定
申
告
書
に
よ
っ
て
申
告
納
税
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
譲
渡
所
得
の
こ
と
で
お
わ
か
り
に
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
い
つ
で
も
税

務
署
へ
お
い
で
に
な
っ
て
相
談
下
さ
い

毎
月
五
の
目
は
税
の
相
談
日
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
田
税
務
署
）

導
騒
巨
…
…
≡
…
…
、
…
富
…
…
巨
竪
肇
崖
…
昌
…
旨
5
…
…
…
…
一
…
…
…
…
望
一
一
…
…
塁
皇
…
目
目
旨
巨
目
目
巨
匡
昌
逼
旨
…
窒
旨
≡
…
≡
嶺
…
＝
…
巳
星
嶺

迦又。マ1
　　　　　＋、←

　　　　　　　z
　　　　　　　‘

賢

嵐

ゆロジロロロロロゴのロロ　ノヤロロロずち　ロヨロボヘコロ　ロ

　さわらび歌短会
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さ
わ
ら
び
短
歌
会
昭
和
四
十
二
年
度

年
間
秀
歌
は
次
の
と
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
芳
平

・
渋
海
川
タ
ベ
の
雨
に
増
水
し
陽
の
射

　
す
今
も
赤
く
流
る
る
。

・
お
と
ろ
え
て
露
置
か
ぬ
ま
で
か
た
む

　
け
る
蓮
の
ひ
ろ
葉
に
冷
雨
降
り
つ
ぐ

　
・
す
す
き
の
穂
出
で
て
す
す
き
の
穂
に

　
か
く
る
渋
海
川
原
の
細
き
道
ゆ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
祖
道

　
・
採
点
に
倦
み
た
る
ま
な
こ
窓
に
寄
り

　
・
夕
光
り
小
荒
戸
山
に
射
す
あ
た
り
籾

　
焼
く
煙
り
淡
く
蕩
な
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
文
雄

　
・
た
く
ま
し
く
海
草
採
る
を
と
め
ら
の

　
す
で
に
し
海
を
わ
が
も
の
と
せ
る
。

　
・
眼
下
に
展
け
し
海
の
閑
か
に
て
樹
々

　
　
た
つ
岩
の
影
も
う
ご
か
ず
。

　
・
こ
の
秋
の
し
ま
ひ
と
な
ら
む
日
の
さ

．
　
長
月
十
日
の
か
さ
を
持
つ
月
。

し
て
遠
山
へ
き
を
く
っ
き
り
と
写
す

　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
智
　
　
　
コ
メ

・
責
め
ら
る
る
思
ひ
し
て
歌
作
る
今
目

　
の
歌
会
は
さ
れ
ど
う
れ
し
き
。

・
落
城
の
無
念
の
姿
ガ
イ
ド
す
る
東
北

弁
の
乙
女
肥
え
お
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
千
鶴
子

・
や
う
や
く
に
治
療
効
果
の
あ
ら
わ
れ

し
癌
患
者
の
今
朝
は
明
る
し
。

　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
ヨ
イ

・
夢
に
見
し
母
は
や
さ
し
く
笑
み
て
い

　
ぬ
口
を
き
か
ぬ
は
た
だ
に
も
ど
か
し

・
解
禁
の
日
を
ま
ち
陀
び
し
ハ
ン
タ
ー

　
の
夜
明
け
と
と
も
に
放
つ
銃
声
。


